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工
事

費
（
億

円
）

管路 建築・土木 機械 電気 計装

項目 R9-R18 R19-R38 計

建築・土木 5.6億円 61.7億円 67.3億円 

電気 57.3億円 34.6億円 91.9億円 

機械 37.5億円 71.8億円 109.3億円 

計装 4.8億円 2.9億円 7.7億円 

管路 235.6億円 193.1億円 428.7億円 

合計 340.8億円 364.1億円 704.9億円 

必要水道事業費資料

２） 人口減少社会に伴う水需要の減少

１．水道事業を取り巻く事業環境

1

人口減少に伴い将来の料金収入のもととなる有収水量は、直近10年は開発水量の増加に伴い現況水

量以上を確保できる見込みです。

ただし、長期的には減少傾向で推移し、水道事業としての事業環境は厳しい状況が見込まれます。

3） 激甚化する自然災害

＜入間市の令和5年度の耐震化率の状況＞

近年頻発する豪雨等に伴い停電・土砂災害・浸水災害や大規模地震の発生など、激甚化する自然災害

に対するリスクに対応しなければなりません。

入間市の耐震化率については、浄水施設や配水施設等は100％と高い水準です。しかし、管路のうち

送水管は100％ですが、避難所等の重要施設までの管路（以下「重要施設ルート」）は30％であり、地震

に対して対策を進めていく必要があります。 入間市の水道水は、約30ｋｍ離れた埼玉県企業局大久保

浄水場から全水量の約80％の水を受水しています。埼玉県企業局からの受水が停止することを想定し

たリスク管理も重要となります。

埼玉県企業局

大久保浄水場

入間川 鍵山浄水場

東金子

配水場

藤 沢

配水場

豊 岡

配水場

扇町屋

配水場

埼玉県企業局

上赤坂中継ポンプ場

寺 竹

配水場

P

西武第一

配水場

大久保浄水場から
入間市まで約30ｋｍ

4） 水道施設の老朽化に伴う更新需要

R5, 41,550 R17, 42,005 

R38, 37,679 
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（㎥/日） 有収水量

実績 推計

入間市の実使用年数に基づいた更新基準で工事費を算出しました。今後30年間では704.9億円の

工事費が必要となります。直近10年では340.8億円、年平均34億円の工事となります。今後は、安定

した事業経営のために、費用の平準化を図る必要があります。

藤沢
機電設備

鍵山
機電設備

東金子
機電設備

県管理

県管理

２．中期耐震化計画（案）

料金見直しの基本となる第１期計画の更新費用について、詳細なスケジュールを設定しました。

１） 機電設備

第１期計画では、藤沢配水場、東金子配水場、鍵山浄水場の機電設備の更新が必要となり、更新需要

を平準化するため、以下の計画で機電設備の更新を行います。なお、藤沢配水場の設備は25年以上経

過しているため、最優先に更新します。東金子配水場は入間市における最重要施設のため、鍵山浄水場

よりも早く更新します。

配水場 工事費 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

藤沢 14.1億円 ■ ■ ■

東金子 18.5億円 ■ ■ ■

鍵山※ 72.5億円 □ □ □ ■ ■ ■

※鍵山浄水場では遠方監視設備を行っており、監視設備の更新費用を含んでいる。

１） 計画策定の目的・概要

近年、我が国では、大規模の地震が度々発生しており、水道施設において市内各地での漏水や広範

囲・長期間に及ぶ断水が生じるなど大きな被害を受ける可能性があります。そのため、地震などの自然

災害、水質事故等の非常事態においても、基幹的な水道施設の安全性の確保や重要施設等への給水の

確保、さらに、被災した場合でも速やかに復旧できる体制の確保等が必要とされています。

入間市では、平成27 年度に耐震化計画を策定し、その後、短期耐震化計画（計画期間：平成29年度

から令和８年度）を策定し水道施設の耐震化事業を進めております。

中期耐震化計画は、短期耐震化計画の次の計画として令和９年度からの３０年間を計画期間として策

定することを目的とし、併せて、令和９年から令和１８年までの１０年間を計画期間とした施設整備計画、

管路更新計画を策定しました。

策定にあたっては、現状の把握、水需要予測、アセットマネジメント算定、管網計算、事業分析を行い、

施設整備及び管路整備を整理しました。

中期耐震化計画の計画期間

第１期計画 ： 令和 ９年度～令和18年度（10年間）

第２期計画 ： 令和19年度～令和28年度（10年間）

第３期計画 ： 令和29年度～令和38年度（10年間）

※遠方監視

資料2
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管路 建築・土木 機械 電気 計装

必要水道事業費資料

2

第１期耐震化計画における事業費を考慮して、財政シミュレーションを行いました。

令和8年度には損益赤字が発生する見込みです。

２） 管路（上下水道耐震化計画に位置付けられる管路）

災害に強い上下水道システムを構築するため、避難所等の重要施設（18施設）への管路の耐震化を推

進することとし、以下の重要施設ルートの耐震化を第１期計画として位置付けました。

重要施設
ルート

工事費
第１期

第２期
R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

市役所 2.2億円 ■ ■ ■

黒須地区 5.0億円 ■ ■

東町地区 7.8億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

藤沢地区 7.5億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■

西武地区 4.2億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■

東金子地区 3.6億円 ■ ■ ■

宮寺・二本木 2.3億円 ■

金子地区 －
３．財政シミュレーション

４） 計画期間における工事費の算出

中期耐震化計画における工事費は、直近10年で261.6億円、年平均26億円となります。

※市役所以外は地区センターを示す。※金子地区は耐震化済、宮寺・二本木地区は他地区と比べて耐震化率が高いため第2期で整備予定

重要施設ルートについては、実使用年数よりも前倒しに更新する管路もあります。

導水管は非耐震管路のため、第１期計画に位置付けるとともに、これらの基幹管路の更新については

ダウンサイジングを考慮しています。

藤沢
機電設備

鍵山
機電設備
中央監視

東金子
機電設備
遠方監視

平準化

３）老朽管の整備事業

送水管は耐震化率100％であるものの、老朽化が進行している管路があります。水道システムにおい

て重要な管路となるため、より強靭な管路に更新し、耐震化を図ります。

西武第一配水区は、配水管が入間川を横断しています。バックアップ能力の向上を図るため、老朽管

の更新を第２期計画以降に予定しています。

老朽化した塩化ビニル管は漏水の発生が多く、適切に更新していく必要があります。令和５年度時点

で、実使用年数を迎える管路は9km※ですが、第1期の10年間で約72km、第２期・第３期の20年間で

約53ｋｍ増加します。今後は、老朽化の進行状況や重要度をふまえ、計画的に更新を実施していく予定

です。

区 分 工事費
第１期 第２期

以降
R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

送
水
管

東金子
西武第一線

17.4億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

東金子扇町屋線 10.5億円 ■ ■ ■ ■ ■

扇町屋豊岡線 10.7億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■

西武第一配水区の
バックアップ

5.1億円 ■

塩化ビニル管 285億円 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

※塩化ビニル管の実使用年数は50年とした。

項目 R9-R18 R19-R38 計

建築・土木 3.9億円 63.4億円 67.3億円 

電気 48.8億円 43.1億円 91.9億円 

機械 28.5億円 80.8億円 109.3億円 

計装 3.6億円 4.1億円 7.7億円 

管路 176.8億円 251.9億円 428.7億円 

合計 261.6億円 443.3億円 704.9億円 

※鍵山浄水場及び中央監視・遠方監視設備の基本設計は令和11年度、詳細設計は令和12～13年度とし、工事期間等について検討予定。

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

 供給単価 円/ｍ3 150.51 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79 151.79

　改定率 － － 1.00 － － － － 1.00 － － － － －

 収支が均衡する単価 円/ｍ3 147.68 141.15 154.14 160.72 164.83 170.52 181.42 209.04 206.87 212.98 221.92 235.08 239.71

 収益的収支の損益 百万円 45 167 ▲37 ▲142 ▲206 ▲294 ▲464 ▲896 ▲856 ▲947 ▲1,080 ▲1,281 ▲1,341 

 改良費 百万円 991 898 857 2,486 2,513 2,587 2,625 2,662 2,620 2,535 2,536 3,602 3,617

　 改良費財源　自己資金 百万円 533 429 418 1,906 2,313 2,377 2,435 2,462 2,420 2,335 2,306 3,382 3,397

　 改良費財源　企業債 百万円 458 469 439 580 200 210 190 200 200 200 230 220 220

 内部留保資金 百万円 2,371 2,614 2,681 1,404 ▲314 ▲2,115 ▲4,041 ▲6,362 ▲8,537 ▲10,654 ▲12,809 ▲15,987 ▲19,135 

 企業債残高 百万円 2,874 3,085 3,284 3,622 3,591 3,578 3,568 3,561 3,544 3,517 3,512 3,497 3,472

 給水収益に対する企業債残高の割合 ％ 121.5 129.7 138.5 150.3 149.9 149.9 150.1 149.9 150.3 149.7 150.3 149.8 150.0

目標値 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0 150.0

 料金回収率 ％ 94.6 100.1 92.2 88.6 86.6 83.9 81.0 71.9 69.9 68.0 65.3 61.8 60.7

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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（円/㎥、％）（百万円）

（年度）

改良費財源 企業債 百万円 改良費財源 自己資金 百万円 収益的収支の損益 百万円

内部留保資金 百万円 企業債残高 百万円 給水収益に対する企業債残高の割合 ％

供給単価 円/㎥ 収支が均衡する単価 円/㎥

R8赤字発生見込み

R10資金ショート見込み


